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Abstract

The present paper summarizes　もぬe d息scussion lade by the　五investigation team

organized by N相S　君oT　五nves机gaもing the significance of space-borne lidars.

Focus was placed on the expected ro畳es of space　且idars in observing global distribution

of clouds and aerosols (inc摘ding po且ar stTatospheric clouds) which have a very close

relationship　管主th globa且　闇arming and ozone dep且etIon median!sims.

且｡はじめに

地球大気環境の観測◎監視における衛星搭載レ-ザーレーダーの意義を探るために､環境庁の地

球環境研究総合推進費による研究詞査の一環として光産業技術振興協会に調査業務を委託し､調査

委員会を組織して特に地球温畷化､オゾン層の破壊に開通する雲｡エアロゾルのグローバル観測に

ついて検討を進めてきたoここでは平成3年度に行われた委員会での議論を整理し､主要な事項を

報告する｡

調査委員会は気候◎気象の専門家､レ-ザ-レ-ダ-研究者､衛星システム研究者等により､次

のように組績された｡
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2.調査結果の概要

今回の調査では､特に｢衛星搭載レ-ザ-レーダ-によるグローバルな雲｡エアロゾルの観測｣

の意義とその可能性について検討を行った｡ ｢地球温暖化に及ぼす雲の効果｣ ､ ｢地球の気候と雲

の放射特性｣､ ｢大循環気候モデルにおける雲の問題｣､ ｢オゾン層破壊に関連する雲｡エアロゾ

ル｣という観点から気象申気候の専門家の報告を得､議論を行った｡レーザーレ-ダ-観測の必要

性を示唆するものとして､次のような問題提起があった｡
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(7)地球温暖化に関する問題の解決には､気候モデルと呼ばれる数値モデルの精度の向上が不可欠

であり､そのためには雲の気候に及ぼす効果の解明と気候モデル-の取り込みの研究が､海洋の効

果の解明とともに大変重要である｡

(イ)雲はその高度､雲水畳､光学的厚さ等によって､その大気の放射場(赤外長波放射､可視短波

放射)に及ぼす影響が異なるので､その出現の実態を正しく把揺することが極めて重要であるが､

観測の困難さのために十分な情報が集積されていない｡

(ラ)雲のオーバーラップ構造は長波放射､短波放射に対して異なる影響を与えるのでその実態を把

握することは極めて重要であるが､未だほとんど解決されていない｡

(エ)地球の温畷化などの気候変動の問題の解明においては､現状が正しく再現出来るモデルをもと

に将来予測を行う必要があるが､必ずしも満足のいく状況ではない｡ひとつの大きな理由は､モデ

ルにおける雲の取扱が不十分なためである｡例えば､複数の(1 9の)大循環モデルの国際比較実

験の結果からも明らかなように､雲の取扱い方の相違によって生成される雲の種類､雲量､高度等

が異なり､結果的に予測される地表気温等に大きなばらつきが生まれている｡

(オ)成層圏エアロゾルの表面反応を媒介としたオゾン層破壊のメカニズムが明らかにされつつあり､

成層圏雲｡エアロゾルの観測による実態把接が望まれている｡特に極域成層圏の観測に関しては､

地上からの観測､航空機観測では観測頻度､カバーレ-ジに難点があり､また衛星利用でも従来の

ような受動的なセンサーによる観測では観測密度が低いという難点がある｡

(a)衛星からの雲｡エアロゾルの観測可能性については数値シミュレーションの方法により､現実

的な大気(雲､エアロゾル)のモデルを設定して評価したo　シミュレーション結果によれば､いず

れの飛凋体であっても現状で開発可能なレーザーレーダーシステムを用いて､昼夜ともに雲の観測

(雲頂高度､雲の厚さ､雲のオーバーラッピング)は十分な精度(信号対雑音比が1 0以上)で行

える｡エアロゾルに関しては飛期体の高度､レーザー出力､観測時間､昼夜の別によって観測可能

な高度範囲は異なるが､火山噴火に伴う高濃度の成層圏エアロゾルの挙動などをグローバルに捉え

ることは十分可能であることが示された｡詳細については調査委員会委員である斉藤保典氏により

別途､報告される｡

これらの議論から､

(i)衛星搭載レーザーレ-ダーによる雲｡エアロゾルのグローバル観測の意義は大きい

(2)現状で開発可能なレーザーレ-ダーによって昼夜ともに必要な精度での雲及び火山性

成層圏エアロゾルの分布の計測が可能

の2点が結論づけられた｡

また､レーザーレ-ダーと他のセンサーとの組合せによる高次情報抽出の可能性を次年度以降に

検討することの必要性が提起された｡

3.おわりに

オゾン層の破壊の問題に対してはグローバルなオゾン濃度分布の詳細な観測が必要とされている｡

また､地球温暖化｡気候変動の問題においては水蒸気や風の分布のグローバル観測が強く要請され

ている｡差分吸収方式レーザ-レーダー､ドップラーライダーがこれらに対するひとつの回答にな

ると考えられるo　しかしながら､重量､消費電力等の点からこれらのレーザーレーダーの衛星搭載

性にまだ難点が残されている｡これに対して､雲｡エア誓ゾル観測用のレーザーレーダーは原理的
｡技術的に最も基本的なミー散乱レ-ザ-レーダーであることから､現状の技術発展の延長で最も

容易に実現できると考えられる｡また､芋箇用レーザーレーダーの第一歩として衛星搭載ミー散乱

レーザーレーダーの開発を推進することは有意義と考える.
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